
図l 酸化マグネシウムの干ご歩電子琵頁微鏡イ象

(a)再生像(電子墨頁微鏡像)
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近年のイf油資源問題は,材料及びエネルギー一発i偵の節約とし､/ンた新しい

社会息識を強く醸成し始めつつあるくつ このことは,社会ニーズのr勺に

的には量的拡大から質的向+二へと大きな転換を七みだしている〔.そlノて､

二れらの要言削二こたえる新技術への期待はますます増大している.二.

R二､工‾製作所は,従来から臼主技術の確立とそれを通じてク)社会/＼の貢献

を経首の最重要指針･とLて運営してきたが,硯ノトの新しい惜て妙に対応L,

新製品･新技術の先行開発の一段の強化拡充に鋭意努力を佃臼三Lている｡

日立製作所は,中央研ノ先所,口立研究所,機械研究所,エネルギー研究

所,生産技術研究所,一家電研究所及びデザイン研究所の8研究機関をも

ち,良･中期的な研究に取り組むとともに実用化･製品化のf那常では事業

部,工場の開発部門と一休となり開発を推進している｡研究開発は,原動

機･重電機,電子･通イ言･計測機器,家庭電気製占占,産業機イ戒,‾交通機器

などJム範閃な製品分野にわたり,研究所ではこれらの製.汀.を_支える材料,

システム技術,生産技術,イ言相伴技術などに重点を置いてし､る｡またイ肝究

開発課題のうち特に重要なものは,才虫Hの特別研究滞り伎により仝引二的なプ

ロジェクト体制を編成して,できる限り早い時期に社会のニー1てにこたえ

るべく強力に推進している｡こう して得られた成果は,節2章以‾Fグ)各章

での製】訂Ⅰ群の叶一に具現されている｡

r玉l一家的見地から二将来重要視される大巧叫支術については,サンシャイン.汁

i句,ムーンライト計睡jをはじめ,パターーン情報処理システム,郡市廃棄物

のI卑生利用システム,医ヲ寮福祉機器技術といった政†仔プロジェクトに積極

的に参加し開発に努めている｡､またfr公けから助成を′受けているものとL

ては,省エネルギー形/レMムエアコンの試作や半噂イ本レ【ザの集積化技

術,高精細化液晶表ホ装置の研究試作などがある｡)

史に,ニーズがますます多様化するなかでユーザーの真の要請にきめ細

かく こたえるため,ユーザーとの共同研究も重視している｡

以上のような広範な研究開発の中から,本章では社｢メっ研究所が主体で進

めてきた昭和54年度の研究成果の一端について恭門介する｡電子線ホログラ

フィーは極微の世界の観察に新しい道を開くものであり,アルミニウムドラ

イエッチング装置,光ディスクを用いた高精細ファイル装置及び有機光導電

材料はいずれもエレクトロニクス分野の新技術として注目される｡天然か1ス

空気燃料電池及び太陽熱利用ランキン機関は,新エネルギー技術として,

また1サイクル級ガスしゃ断器及び電力用静電誘導サイリスタは,高度な

電力制御を可能とする新技術として今後の展開が期待されるものである｡

電子線ホログラフィーの開発

ノi電界放射形電十銃をもつ100kV通過

形電√一昂百微税を開発L,電†一顕微鏡グ)

分野でホログラフィーーを叶能にした｡

ホログラフィー【はレー1ザを仕った_立

体観察法として知られているが,発叩j

者GaborのH的は′正J′一顕微税の性能向

_卜を妨げているレンズ収差を除いて,
傾-f･分イ･を観察することにあった｡し

かL,レーザのような干渉件のユ互いノ記

Jl嫁がなかったために,その目的は果

たされなかった｡

今【ロー開発した電イ･顕微税では,鋭い

タングステン計グ〉ソ亡古㌫に強′i竜界を印加

して,電十線を引き出す新万上℃を抹川

している()このため,電ナ線の干渉怖

が一一けた以仁二向_LL 3,000本の干渉じ

まが観察でき,7EJ′一線ホログラフィM

がほぼプ三川の域に達した｡

態†一線ホログラフィ】は,乍EJ′一宗貞微

う境内でホログラムを作りそれにレーザ

光を照射する｡`在十線の7放乱現象がそ

のままレーザー光二で再現されて船人立体

像が行られる｡

二の技術を使うことにより,屯十三顕

微鏡のレンズ収差でほ､けた條を)ヒ学再

生系で帽正することに成功し,弛和二状

態に達していた電r一顕微鏡の点分解能

を再び向上させる追が聞けた｡更に,

二れまでの電†一顕徴錨では,條の強度

しか毒睨察できなかったが.位相分1缶を

も観察できる干渉昆頁微鏡を実現するこ

とができた｡ニグ〕方法により,滋二体観

察(厚:き分布)やミクロな磁区鳩造の直



(b)干渉顕微鏡像(Ⅰ)

〉訊-ぎ一ぎー-;′払二J々ん∵喝転､
議‾､_葦≠

-i㌍′

ギ:

諾-ぎ.
許､･宕‾J
主祭

〟､ゝ

'､毒妻担､ご束

Y′一っ二竃

､や､'`,
t∴:!･さ､_▲`

でヾ■∴_準去二▲≠′

も

ポ

碍_毛†

澤グー

叫

‾一号′ぎ節車重Vr

叫二

重転薫竃
慶一;二;串琵吉事転}駁芦′苧∧-∴

楼観賀享などの,二れまでになかった新

たな機能が実+乱された｡図1は酸化マ

グネシウムの煙の微粒J′一を観察Lた例

である｡1宅イ儲亘微ま境條(朽生憎り(a)では,

_立体形状の一判完三は難しいが､干渉顕徴
純條(b),(c)ではて=EJ′･王鵡微縄イ象の什志の

士易一昨の惇きが求められる｡これは,了E

T一紙の位イこ【1が惇さに比例して変化を′童

けているためである｡(c)はイ_､川iの等溝

川をホし,等高線の1i耶凱ま 300Aの厚

さ変化に対応する｡(b)は等高‾｢捗じま

をホL(c)では区別できない厚さ変動の

叶仙妃を二丁二捗じまのシフトとして読むこ

とができる｡

ノi■にイー線ホログラフィーの!夫,呪により,

二こ10年けり装置件能のノ占本的な進圧その

見られなかった′壷十王蹟徴臨の件了指･機

能の沖i面に新たな発鵬の道を開し､た｡

Alドライエッチング装置の開発

LSIの高菜付そ化に対Fむして,虻線材

料のAl又はAlでナ余を応柿J空に,かつ微

細な､J◆法にカ‖二1二する必要がある｡その

ための装道(図2)を開発した｡

本装置は以下に述べるような三帖良を

もっている｡

(1)斥力日動;liり御機構などによってエ

ッチング条件を精性よく制御できる｡

(2)ガス流形,電界分和のだJ一化を阿

り,ウェーハ内,ウェーハHりのエッチ

ング均一一一作を±5%以下に向上Lた｡

(3)Al原イ一党光スペクトルをモニタす

る[`1励終点判這機構をもつ｡(4)マイ
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図2 開発LたAlドライエッチング装置

クロコンピュータを装備して,プロセ

スをl′1勧化した｡

本装荷の使用により,1/∠m不'.り空の微

細配裸形成が吋能となったほか,Al以

外の1‡属暇や絶縁物などの〕卜導体関連

材料のイ放細パターン形成も‾叶能である｡

光ディスクを用いた高精細文書

ファイノレ装置の開発

手ミキき[1本文などの高精細の‾史i馴i守

鞭を,九学的に大量に記錨再生する新

しいファイル装置を開ヲ邑した(図3)｡

この装置では,直径30cmのディスク
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(プラスチック枇_L二に滞肪きi言亡蛋講坤三体を

蒸着したもの)上に,1‾ガ杖以_卜の高精

細文書を書き込み即時に.読み出しする

ことができ,従来の磁1ミi言J錨装TF=二比

べて記録密度が50伯以_Lも■tlJiくなって

いる｡小形の半導体レーザを光源に川

しゝることによって,装市を/ト形化,■て1ごi

機能化し,更に什帥栢格化の見地Lを狩

ることができた｡情報をディジタル化

Lて請J蝕してし､るので,コンピュータ

に容易に才別売することができ,オフィ

スでの人量の‾丈講‥帖報の検索仁三送,舶

集†ナ成など,我が国の‾丈1】手付管,処J子事†主

業務に泣こく利用されることが期待でき

る｡
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図3 光ディスク高精細文書ファイル装置

バッファ形1サイクノレ級ガスし

や担折器の基礎技術

現在高電圧系統用しゃ断器は,しゃ

断時間2サイクルが一舟宣自勺である｡し

や断時間の与豆縮は,系統の安定度向上

や事故拡大l坊止などの効果が期待され,

信根性の高い1サイクル級しゃ断器が

望まれている｡日カニ製作所では,バッ

ファ形ガスLや断器の特長である構造

の簡単さを生かした形で,1サイクル

級ガ､スしゃ断器を研究中である｡図4

はその構造とJ京理をホすもので,封入

ガス圧力を高く し[吸込併用バソファ方

式によ り接触‾f一関離直後から十分な圧

力差を得てアーク時間を短縮した｡他

方,高速応答件の操作諾妄の開発により

開極時間を短編した｡これらの技術の

組子ナせにより,現在まで定格245kV

40kAしゃ断器でしゃ断時間1.2サイク

ルを達成しており,更に高電圧･大容

量化及び封入ガス圧力の似二J主力化を目

指している｡

電力用静電誘導サイリスタの開発

静電誘導サイリスタは,ゲートに負

のバイアス電圧を[仙口すると阻止斗犬態

となり,このバイアスを除く とオンニ状

態になる新形の電流しゃ断素一丁であり,

J京王里的には優れたスイ ッチング作能を

もっている｡しかし,従来の素子構造

では高耐圧,大電ラ充化が難しく,1kV,

数アンペア級素子の試作結果が発表さ

増

■l■■■■■事■書
0 50

r(〃S)

区15 2.5kV静電誘導サイリスタのアノード電圧及びアノード電三売

主皮形例

吸込重圧力

注 Lや断可能領域

1 2

し ゃ 断 時 間(サイクル)

No. 名 称 No. 名 称

G) バッファ室 G) 排 気 口

(ら 吸 込 室 ④ 絶縁操作ロッド

① 固定接触子 (う 操作シリンダ

(∋ 絶縁物ノズル ⑭ ピ ス ト ン

(カ ア
ー

ク ⑪ 高速油圧切換弁

① 可動接触子 /

図4 バッファ形lサイクル級Lや断器の構造と原理

れているだけであった｡高耐圧化,大

電i充化が容易な素イーイ構造を考案して,

800V,100A級及び2.5kV,500A級素

子の試作に成功した｡二れらの試作素

-f一は(1)スイッチング動作が速い,(2)
ターンオン及びタ【ンオフ時に熱破壊

しにくい,(3)高温(150Qc)で動作する

10

11

(∋

(∋ 0

などの憧れた特長をもっており,電力

用スイッチング素子として有望である｡

図5に2.5kV素子のスイ､ツナング動作

時でのアノード電圧及びアノード電流

の波形例を示す｡500Aのアノード電†充

をターンオフ時間5/ノS,ゲートタ【ン

オフ利得4でしゃ断できる｡
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図6 開発した有機光導電材料の分光感度特性

図7 天然ガス･空

気燃料電池発電装置
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高感度有機光導電材料の開発

電子写真法を用いた高速車臼写機及び

ノンインパクトプリンタは,情報機器

として今後市場の大幅な拡大が予想さ

れる分野であり,これらに仲川される

感＼光体は,高士慈度で耐久件の良いもの

が望まれている｡可一美件をもつ有機光

主導電体はこの目的に適している｡そこ

で,電荷発生層と電荷搬送屑から成る

∴層構造の有機光導電体について,両

眉間のキャリヤ注入効率の良い新材料

の組fナせを検討し,透明性の良いヘテ

ロ環化合物である電荷搬送層材料と増

感処理した電荷発生層材料とを組み/合

わせた高感度材料を開発した｡分光感

`l靡
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図8 太陽熱利用ランキン機関駆動j令凍機

は,大然ガスを水素に変えるリホーーマ,

二の水素とり:?1川Jの酸素をI如むきせて

向流のノ1にプノにする`.=に池本体,正】二i允ノiに‾ノJ

を交流に食えるインバータ,放びJ薙熱

一口川丈袋帯かJ〕成る｡)いj卜凋のノーニ側かりホ

ーーーマ,イ｢仰Jがiに池本休と洲J;よ装iこ!:1三で,

■呪/lミニれを仕って,我がい三1でのノi‾にプJJ】j
燃料乍E他党ノiに装置の可能什と問題ノ1丁二を

明らかにしつつあるで〕うー後更にスケー

ルアップした装置で検J寸し,実1H化を

Fl指す一丁ニ三むである｡

度特作を図6に可ミす｡従来の光ノ尊ノー立体

に比べ,多抑頬のど政一)い良民城が選択で

き,かつ高感度である‥ 今後,各椎印

二′主装置への応用が其耶寺される〔)

天然ガス･空気燃料電池発電装

置の開発

エネルギー変換効率が高く上掻斉や有

害排出物が著しく少ない発電装置とし

て,燃料電池が注目されている｡この

たび,中部電力株式会社と共同Lて出

力100Wの天然ガス･空気燃料電池発

電装置(図7)を製作し,電力用′屯源と

しての基礎検請寸に弟子した｡この装置

太陽熱利用ランキン機関馬区動冷

凍機の開発

近年,才了油の代倖エネルギーとして

太l;諺熱を利川Lてfて㌻目差りさをノ行なう機昔話

に対する二一ズが急速に詩J占まっている｡

そ♂〕一一局とLて,人似熱によりノJlほ良さ

れた高f比(85～950c)のf止水を利川Lて

i令レiする岳効率ランキン機関駆刺f了}械

機を一端発した(図8)｡二の冷i束機は､

(1)新川転形膨貼機,圧縮機の托=に

よる高効率化,(2)ランキンサイク′し,

冷凍サイクルとも川一一の;て川躾(R-114)

の採川による肱川l主機,J__l三デ縮機の小形
一

体化,(3)砧ノ作能熟女授諾諒｢サーーーモエ

クセル+C7)採川による′卜形化をi三な村

長と している｡

これにより,人似熱を張熱するコレ

クタやi.1.L水を蓄える蓄熱槽の′ト形化が

可能になl),ノ丈1一口化に-･jお近づいた｡

主な什様ほ,(1)冷棟能ノJ4,600kcal/h,

(2)成績係数0.5である｡




